
ヤンセンファーマ株式会社「ADA ワークシックバランスプロジェクト」

ADA（Alliance for Diverse Abilities）Survey 

報道関係者向け 参考資料

「治療と仕事の両立」に関する全調査結果



調査概要

調査期間：2022年8月18日～9月2日

調査方法：インターネット調査

調査主体：Alliance for Diverse Abilities （ADA）
アライアンス・フォー・ダイバース・アビリティーズ
ジョンソン・エンド・ジョンソン日本法人グループの従業員で構成される

Employee Resource Groupの1つで、日本では2019年に発足。障がいの有無
に関わらず、ともに働く社員が、それぞれの多様性を認め合い、活かしあうことで
最高のパフォーマンスを発揮できる職場環境を形成することを目指し取り組みを行う。

回 答：ジョンソン・エンド・ジョンソン日本法人グループ社員 1,310人
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職種

回答者の職種は、営業職（48.2%）、非営業職（51.8%）。
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Q: 職種を教えてください。（単一回答）（n=1,310）

非営業職, 

679 , 51.8%

営業職, 631 , 

48.2%



非管理職と管理職の割合

回答者の役職は、管理職（66.2%）、非管理職（33.8%） 。

4

Q: 役職を教えてください。（単一回答）（n=1,310）

管理職, 867 , 

66.2%

非管理職 , 

443 , 33.8%



病気・障がいの有無

現在、病気または障がいがあると回答した人は、358人（回答者の27.3%）。
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Q: あなたは現在、定期的な通院や治療が必要な病気（医師から診断されたもの）、もしくは肢体・聴覚・視覚・発達等の障がい

がありますか？（単一回答）（n=1,310）

いいえ, 952 , 72.7%

はい, 326 , 24.9%

障がい、病気はあるが現在は定期的

な治療や通院はしていない, 32 , 2.4%



自身の病気・障がいを職場に伝えたか

病気または障がいがある人（358人）のうち、62.9％は「上司」にそのことを伝えている。
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Q: あなたはその病気または障がいを職場の方（上司、同僚、または人事等）に伝えていますか。（単一回答）（n=358）

95 , 26.5%

60 , 16.8%

58 , 16.2%

12 , 3.4%

10 , 2.8%

4 , 1.1%

119 , 33.2%

0% 10% 20% 30% 40%

はい：上司と同僚に対して

はい：上司と同僚と人事、GHSに対して

はい：上司に対して

はい：上司と人事、GHSに対して

はい：同僚に対して

はい：人事、GHSに対して

いいえ



114 , 47.7%

89 , 37.2%

75 , 31.4%

69 , 28.9%

40 , 16.7%

31 , 13.0%

32 , 13.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

これまでと変わらず同僚と同じように仕事を任せてもらえた

通院または体調を崩したときに休みをとれるように調整してくれた

体調に合わせて業務時間・業務内容に調整をしてくれた

体調を崩したときに、仕事をサポートしてくれた

病気や障がいの悩みの相談にのってくれた

伝えたが良い経験はなかった

その他

病気・障がいを職場に伝えて良かったこと

病気または障がいを職場の方に伝えて良かったことで、最も多かったのは「これまでと変わらず同僚と同じように仕事
を任せてもらえた」で、47.7％。
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Q: あなたが職場の方（上司、同僚または人事など）に伝えたことで良かったことはありますか。以下の中から当てはまるものを

すべてお答えください。（複数回答）（n=239）



98 , 82.4%

29 , 24.4%

22 , 18.5%

20 , 16.8%

17 , 14.3%

14 , 11.8%

9 , 7.6%

6 , 5.0%

9 , 7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

伝える必要性を感じていないため（例：業務への支障がない）

個人の情報が自分の意思と関係なく、周囲に共有されてしまうことへの懸念があるため

人事または自分のキャリア/成長、評価へのマイナスな影響を懸念するため

病気や治療のことを十分に理解してもらえないと思うため

自分の身体的、精神的な状況を理解してもらえないと思うため

言いにくい・恥ずかしいため

勤務形態や仕事量や仕事内容、スケジュールの調整をしてもらえないと思うため

職場で病気や障がいの話を持ち出しても受け入れてもらえる雰囲気がないため

その他

病気・障がいを職場に伝えていない理由

自分の病気または障がいを職場の方に伝えていない理由は、「自分の病気・障がいを職場に伝える必要性を感じない（82.4％）」が

最も多い 。
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Q: あなたが職場の方（上司、同僚、または人事など）に伝えていない理由にはどのようなものがありますか。
以下の中から当てはまるもの上位３つまでお答えください。（複数回答）（n=119）



病気・障がいが仕事や周囲との関係に与える影響

病気または障がいがある人（358人）のうち、65.4%が「病気や障がいによる影響はない」と回答した一方、やりたい
仕事にチャレンジすることを諦めたり、周囲の仕事のペースについていけなくなる等の影響があった人もいた。

9

Q: 病気や障がいが仕事や周囲との関係に与える影響について、以下の中から当てはまるものすべてお答えください。（複数回答）

（n=358）

234 , 65.4%

57 , 15.9%

41 , 11.5%

35 , 9.8%

28 , 7.8%

27 , 7.5%

21 , 5.9%

20 , 5.6%

12 , 3.4%

35 , 9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

病気や障がいによる影響はない

病気や障がいのためにやりたい仕事にチャレンジするのをあきらめた

病気や障がいのために周囲の仕事のペースについていけなくなった

病気や障がいのために就業できる時間が減った

病気や障がいのために仕事量が減った

病気や障がいのために仕事内容が変わった

病気や障がいのためにチーム内で孤立した

病気や障がいのために周囲との関係がぎくしゃくするようになった

病気や障がいのために就業時間を変更した

その他



仕事が治療に与える影響

病気または障がいがある人（358人）のうち、59.8%の人が「仕事による治療への影響はない」と回答した一方、「仕事のため
に治療スケジュールを変更した、予定をキャンセルした、治療の回数を減らした、治療を途中でやめた」と回答した人もいた。
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Q: 仕事が治療に与える影響について、以下の中から当てはまるものすべてお答えください。（複数回答）（n=358）

214 , 59.8%

113 , 31.6%

60 , 16.8%

34 , 9.5%

10 , 2.8%

21 , 5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

仕事による治療への影響はない

仕事のために治療のスケジュールを変更した

仕事のために治療の予定をキャンセルした

仕事のために治療の回数を減らした

仕事のために治療を途中でやめた

その他



56 , 15.6%

49 , 13.7%

12 , 3.4%

61 , 17.0%

180 , 50.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

過去に相談したことがある

相談したことがあり、今も継続的に相談している

相談したことはないが、できれば相談したい

相談したいとは思わない

相談の必要がなかった（相談しなくても、治療と仕事の両立ができている）

治療と仕事との両立に関する上司らへの相談

病気または障がいがある人（358人）のうち、半数の50.3%が「上司や同僚などに相談の必要がなかった（相談
しなくても、治療と仕事の両立ができている）」と回答した一方、「相談したいと思わない」が17％もいた。
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Q: 治療と仕事の両立を図りたいと、上司や同僚などに相談したことがありますか。（単一回答）（n=358）



上司、同僚らとのコミュニケーションで期待すること

上司や同僚とのコミュニケーションで期待することとして、約4割は「急に体調を崩した時や通院時に仕事をカバーしても
らえる体制をつくってもらうこと（40.8％）」や「疾患への理解を深めてもらうこと（39.4％）」と回答。
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Q: 治療と仕事の両立を図るために、上司や同僚などとコミュニケーションをする上で、どのようなことを期待しますか？
（もしくは期待していましたか？）以下の中から当てはまるもの上位2つまでお答えください。（複数回答）（n=358）

146 , 40.8%

141 , 39.4%

114 , 31.8%

106 , 29.6%

81 , 22.6%

75 , 20.9%

41 , 11.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

急に体調を崩した時や通院時に仕事をカバーしてもらえる体制をつくってもらうこと

疾患に対する理解を深めてもらうこと

時短勤務や在宅勤務の日数を増やすなど、働きやすい環境を整えてくれること

治療をしながらでも仕事にやりがいを感じられるようにすること

治療と仕事の両立について、周囲の理解と協力が得られるよう説明してくれること

業務量や業務内容の調整をしてもらうこと

その他



治療と仕事の両立について、理解してもらうのが難しいこと

上司や同僚と話をする際、治療と仕事の両立に関し理解してもらうことが難しい点として、最も多かったのは「体調や
治療がどれくらい影響するか（29.1%）」で、次いで「病気の症状や治療内容等について（22.6%）」。

13

Q: 治療と仕事の両立について、上司や同僚と話をする際、どのような点を理解してもらうことが最も難しいと感じましたか？

（もしくは難しいと思いますか？）（単一回答）（n=358）

104 , 29.1%

81 , 22.6%

69 , 19.3%

42 , 11.7%

62 , 17.3%

0% 10% 20% 30% 40%

体調や治療が仕事にどれくらい影響するか（急に体調を崩す可能性があることや、定期的な

通院が必要などによる業務時間や業務量の調整）

病気の症状や治療内容等について（具体的な症状のつらさ、治療に時間を要することな

ど）

公平な評価をしてもらうこと

将来のキャリアに向けた成長の機会を得ること

その他



治療と仕事の両立を図る上で必要な取り組み

治療と仕事の両立のため、積極的な取り組みが必要なこと上位3つは「治療・仕事を支援する社内カルチャー醸成（52.5%）」、
「利用できる制度の周知（50.0%）」、「上司や同僚などとの効果的なコミュニケーションの取り方（44.1％）」。
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Q: 治療と仕事の両立を図るうえで、今後、積極的な取り組みが必要だと思われるものを以下の中から上位2つまで選んで
ください。（複数回答）（n=358）

188 , 52.5%

179 , 50.0%

158 , 44.1%

46 , 12.8%

39 , 10.9%

34 , 9.5%

31 , 8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

治療と仕事の両立を支援する社内のカルチャー醸成

利用できる制度の周知

上司や同僚などとの効果的なコミュニケーションの取り方

治療と仕事の両立をしている従業員からの講演

専門家からの講演

産業医との積極的なコミュニケーション

その他



Q: あなたの病気または障がいについて当てはまるものをすべて教えてください。（複数回答）（n=358）

病気・障がいの種類

病気・障がいの種類で多かったのは、「気分障害/うつ病（13.4%）」「ぜん息（8.9%）」 「糖尿病（5.9%）」。
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48 , 13.4%
32 , 8.9%

21 , 5.9%
18 , 5.0%

17 , 4.7%
13 , 3.6%

12 , 3.4%
10 , 2.8%
10 , 2.8%
10 , 2.8%

8 , 2.2%
7 , 2.0%

6 , 1.7%
5 , 1.4%
5 , 1.4%
5 , 1.4%

4 , 1.1%
4 , 1.1%
4 , 1.1%

3 , 0.8%
3 , 0.8%
3 , 0.8%

2 , 0.6%
2 , 0.6%

1 , 0.3%
1 , 0.3%
1 , 0.3%
1 , 0.3%
1 , 0.3%

7 , 2.0%
1 , 0.3% 117 , 32.7%

50 , 14.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

気分障害/うつ病(躁うつ病含む）

ぜん息

糖尿病

悪性新生物(がん)

障がい(上肢、下肢、大幹)

注意欠如・多動症(ADHD）

心疾患（狭心症、心筋梗塞、心不全など）

IBD(クローン病、潰瘍性大腸炎）

障がい(聴覚)

障がい(視覚)

神経痛・リウマチ

腎疾患

障がい(心臓機能障害)

自閉スペクトラム症(ASD）

摂食障害

脳血管系疾患（脳梗塞、脳出血など）

てんかん

乾癬・掌蹠膿疱症

肝疾患（肝炎ウイルスによる肝疾患、脂肪性肝疾患など）

障がい(ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害)

障がい(ぼうこう・直腸機能障害)

障がい(腎臓機能障害)

慢性閉塞性肺疾患(COPD)

障がい(肝臓機能障害)

障がい(呼吸機能障害)

障がい(小腸機能障害)

障がい(音声、言語機能、そしゃく機能)

統合失調症

神経発達症、ASD、ADHD以外

上記以外の「難病の患者に対する医療等に関する法律」に基づき指定される指定難病 Diseases".

いずれにも当てはまらない

その他

答えたくない



Q:一般的に、障がいや病気の治療をしながら仕事を続けていくために、職場内で以下のような理解や環境的配慮がポイントと言
われています。以下の項目について、あなたの職場に当てはまるものをそれぞれお答えください。（各単一回答）（n=358）

職場の理解や環境的配慮

現在の職場に関し当てはまる項目として、「あてはまる」と「ややあてはまる」の合計で最も多かったのは、「突発的な体調悪化時に休暇を取りやすい
（88.5%）」で、逆に最も低かったのは「病気や障がいがある従業員どうしのピアグループや、コミュニティがある（38.3%）」。
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**EAP (Employee Assistance Program):社員ご本人、そのご家族の方々を対象としたよろず相談窓口。GHS:グローバルヘルスサービス

222, 62.0%

202, 56.4%

192, 53.6%

212, 59.2%

147, 41.1%

155, 43.3%

135, 37.7%

120, 33.5%

127, 35.5%

123, 34.4%

110, 30.7%

103, 28.8%

76, 21.2%

71, 19.8%

59, 16.5%

95, 26.5%

98, 27.4%

102, 28.5%

77, 21.5%

125, 34.9%

116, 32.4%

128, 35.8%

131, 36.6%

117, 32.7%

116, 32.4%

123, 34.4%

122, 34.1%

140, 39.1%

113, 31.6%

78, 21.8%

21, 5.9%

39, 10.9%

29, 8.1%

38, 10.6%

52, 14.5%

60, 16.8%

40, 11.2%

63, 17.6%

70, 19.6%

75, 20.9%

74, 20.7%

81, 22.6%

90, 25.1%

86, 24.0%

83, 23.2%

20, 5.6%

19, 5.3%

35, 9.8%

31, 8.7%

34, 9.5%

27, 7.5%

55, 15.4%

44, 12.3%

44, 12.3%

44, 12.3%

51, 14.2%

52, 14.5%

52, 14.5%

88, 24.6%

138, 38.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

突発的な体調悪化時に休暇を取りやすい

定期的な通院に対する休暇を取りやすい

在宅勤務等、遠隔でも勤務できる

職場内での服薬等に理解がある

就業時間中に休憩を取りやすい

体力や体調に合わせて勤務時間を調整できる

病気または障がいがある社員に対して、配慮された設備になっている（例：ユニバーサルトイレ、点字表示、…

EAPやGHS**などのサービスを気軽に活用でき、相談しやすい環境がある

障がいや病気に起因する悩みを気軽に相談できる環境がある(上司、同じ組織の同僚など)

仕事量・仕事内容は負担になりすぎる前に調整できる

仕事をするうえで何でも相談できる環境がある(組織外の従業員や、メンターなど)

周りの同僚が病気/障がいのことを理解している

業務で使用するのシステムやアプリケーションの操作の中で動線や操作方法などが簡便である

業務で使用する資料やマニュアル、トレーニング動画等のコンテンツで、字幕やテキスト表示、読み上げ機能…

病気や障がいがある従業員どうしのピアグループや、コミュニティがある

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない



Q: あなたは、自分の障がいや病気と上手く付き合い（治療と仕事を両立し）、自分らしく働くことが実現できていると思いますか。

１（思わない）～５（そう思う）。（単一回答）（n=358）

治療と仕事を両立し、自分らしく働くことができているか

病気または障がいを持っている人（358人）のうち、自分らしく働けていると思っている人は「5 そう思う」と「4」を
合わせて76.5%。
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5 そう思う,154, 

43.0%

120,33.5%

3,43,12.0

%

19, 5.3%

1 思わない, 

22,6.1%

5 そう思う 4 3 2 1 思わない



周囲に病気または障がいのある人がいるか

自分の上司・部下または同僚に病気または障がいがある方がいる人は、22.6%。

18

Q: あなたの上司・部下または同僚に病気または障がいのある方がいますか。（単一回答）（n=952）

いいえ, 

519,54.5%

はい, 

215,22.6%

知らない, 

218,22.9%



病気または障がいのある人に対するサポートと配慮

自分の上司・部下または同僚に病気または障がいがある人がいると答えた人（215人）のうち、サポート・配慮ができ
ていると感じているのは、「十分できている（20.5％）」と「まあまあできている（53.5％）」を合わせ、74.0％。
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Q: あなたはその病気または障がいのある方に十分なサポート・配慮ができていると思いますか。（単一回答）（n=215）

十分できている, 

44,20.5%

まあまあできている, 

115,53.5%

あまりできていない, 

51,23.7%

全くできていない, 5,2.3%



Q: 十分にサポートができていると思う理由で、もっとも当てはまるものを1つ選んでください。（単一回答）（n=159）

病気または障がいのある人に対してサポートできている理由

病気または障がいのある人をサポートできていると思う理由で最も多かったのは、「勤務形態、仕事量、内容、スケ
ジュールを調整しているから（37.7％）」。
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勤務形態、仕事量、内容、

スケジュールを調整している

から, 60,37.7%

定期的に状況をヒアリングし

ているから,52, 32.7%

今のところ何も不安や不満、

追加の要望も言われていな

いから, 28,17.6%

当事者が不安や心配に思うことをすべ

て解決しているから, 7,4.4%

その他, 12,7.5%



Q: 病気または障がいのある方と一緒に働くことについて、あなたはどのように感じますか。（単一回答）（n=952）

病気または障がいのある人と一緒に働くことへの心配・不安

病気または障がいがある方と一緒に働くことに対し、「やや心配・不安がある（27.5％）」と「非常に心配・不安がある
（0.7％）」と回答した人は合わせて28.2％。
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まったく心配・不安はない,

211, 22.2%

あまり心配・不安はない, 

472,49.6%

やや心配・不安がある, 

262,27.5%

非常に心配・不安がある, 7,0.7%



Q:病気または障がいのある方と一緒に働くことについて「非常に心配・不安がある」、「やや心配・不安がある」と回答した人で、一緒に

働く同僚やチームメンバーに対し、配慮やサポートができていない・心配や不安がある理由は何ですか。（単一回答）（n=269）

病気または障がいのある人と一緒に働くことについて心配や不安を感じる人（269人）のうち、45.4%の人が「病気や
障がいのある人に対して、どうサポートすればよいのか分からない」と回答。
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病気や障がいのある人に対し

て、どうサポートすればよいの

かわからない, 122,45.4%

病気や障がいのある人に対し

て、障がい、病気のことを聞い

てよいのかわからないから, 

58,21.6%

病気や障がいある人と治

療と仕事の両立について

話をしたことがないから, 

43,16.0%

治療等と仕事の両立は難し

いと考えているから, 

12,4.5%

その他, 34,12.6%

病気または障がいがある人と一緒に働くことに心配・不安を感じる理由



Q: あなたの職場で、病気または障がいのある方が働いている場合、どのようなことがあると共に働きやすくなると思いますか。

以下の中から当てはまるものをすべてお答えください。（複数回答）（n=952）

病気または障がいのある方と働く際にあると望ましいこと
病気または障がいのある人とともに働く際、あると望ましいことの上位3つは、「（本人から） 注意すべき事（言ってほしくない・されると困る事等）の具体的内
容の共有（84.8%）」「 （会社から）望ましい配慮や支援の具体的内容の共有（75.9%）」「（本人から）どのような時に体調が悪化するのか、具体的事例の
共有（71.3%）」。
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807 , 84.8%

723 , 75.9%

679 , 71.3%

520 , 54.6%

514 , 54.0%

402 , 42.2%

385 , 40.4%

243 , 25.5%

239 , 25.1%

219 , 23.0%

48 , 5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

（本人から）注意すべき事（言ってほしくない・されると困る事等）の具体的内容の共有

（会社から）望ましい配慮や支援の具体的内容の共有

（本人から）どのような時に体調が悪化するのか、具体的事例の共有

（本人から）どのような病気または障がいなのか、内容の共有

（本人から）休暇・休憩の理由が病気または障がいの症状や通院のためであることの情報共有

（本人から）通院等の頻度や今後の治療やリハビリのスケジュールの共有

（会社から）配慮ポイントを知るための職場でのマニュアルや研修

（会社から）動線や操作方法などが簡便である業務システムやアプリケーションが提供されてる

（会社から）字幕やテキスト表示など配慮している業務資料やマニュアル、トレーニング動画…

（本人から）どのような治療をしているのか、治療内容の共有

その他



定期的な通院に対する休暇を取りやすい 762 (80.0%)

突発的な体調悪化時に休暇を取りやすい 750 (78.8％)

在宅勤務等、遠隔でも勤務できる 658 (69.1％)

体力や体調に合わせて勤務時間を調整できる 648 (68.1%)

就業時間中に休憩を取りやすい 640 (67.2%)

職場内での服薬等に理解がある 601 (63.1%)

障がいや病気に起因する悩みを気軽に相談しやすい環境がある(上司、同じ組織の同僚など) 514 (54.0%)

仕事量・仕事内容は負担になりすぎる前に調整できる 509 (53.5%)

周りの同僚が病気/障がいのことを理解している 422 (44.3%)

仕事をするうえで何でも相談できる環境がある(組織外の従業員や、メンターなど) 414 (43.5%)

EAPやGHS**などのサービスを気軽に相談しやすい環境がある 384 (40.3%)
病気または障がいがある社員に対して、配慮された設備になっている
（例：ユニバーサルトイレ、点字表示、エレベーターなど） 380 (39.9%)

業務で使用する資料やマニュアル、トレーニング動画等のコンテンツで、字幕やテキスト表示、
読み上げ機能や対応テキストなどの配慮がなされている 221(23.2%) 

業務で使用するのシステムやアプリケーションの操作の中で動線や操作方法などが簡便である 211 (22.2%)

持病や障がいがある従業員どうしのピアグループや、コミュニティがある 191 (20.1%)

その他 19 (2.0%)

Q: 一般的に、障がいや病気の治療*をしながら仕事を続けていくために、職場内で以下のような理解や環境的配慮がポイントと
言われています。以下の項目について、あなたの環境に当てはまるものをすべてお答えください。（単一回答）（n=952）

病気または障がいの治療しながら働くための職場での理解・環境的配慮

障がいや病気の治療をしながら仕事を続けていくための職場での理解・環境的配慮で当てはまるものとして、約8割が「定期的な
通院に対する休暇を取りやすい（80.0％）」、「突発的な体調悪化時に休暇を取りやすい（78.8％）」と回答。
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*ここでは、病気を治したり、病気による症状を軽減させるための行為、通院やリハビリテーション等も含みます。



J&Jは病気または障がいのある社員が自分らしく働くことをサポートしているか

J&Jは病気・障がいがある社員が自分の症状と上手に付き合い、自分らしく働くことの実現を推進・サポートして
いると回答した人は、「5そう思う（23.6％）」と「4（34.2％）」で合わせて、57.8%が高評価。
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Q: J&Jは、病気や障がいのある社員が自分の症状と上手に付き合い、自分らしく働くことの実現を推進・サポートをしている
と思いますか。１（思わない）～５（そう思う）（単一回答）（n=1,310）

5 そう思う, 

309,23.6%

448, 34.2%

407, 31.1%

102, 7.8%

1 思わない, 

44,3.4%

5 そう思う 4 3 2 1 思わない


